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三重県では、地球温暖化対策として、温室

効果ガスの排出削減に取り組んでいますが、

こうした気候の変化がみられることから、温暖

化の進行を抑えて変化を緩和させていくとと

もに、すでにあらわれている地球温暖化によ

ると思われる事象に対処していく「適応」という

考え方も重要であるという認識のもと、情報提

供するものです。

このように、世界的に温暖化の影響が顕在

化しつつあるなかで、国内でも毎年のように極

端な気象があらわれ、猛暑日が増加し、これま

でに経験のないような豪雨や災害に見舞われ

ています。

同様に県内においても、温暖化の影響と思

われる変化があらわれてきています。たとえ

ば、津市の年平均気温は50年につき約０．

8℃上昇し、真夏日は50年につき約10日増加

しています。

本レポートは、県内における気候変化の状

況を中心にまとめ、気候変化による影響の一

部についても記載しています。

県民や事業者の皆様には、県内における気

候変化の現状について事実を知っていただ

き、引き続き省エネルギーや再生可能エネル

ギーの導入等による温室効果ガスの排出削

減に取り組んでいただくとともに、気候変化に

対処する必要性をご理解いただければと考

えています。

三重県環境生活部　地球温暖化対策課
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気象庁では、全国の観測地点のなかから

都市化の影響が比較的少ないとみられる15

地点を選択し、明治31（1898）年から平成25

（2013）年までの観測記録をもとにした日本

の気温の変化傾向を調査しています。

調査結果から、年平均気温は100年につ

き1.14℃上昇していることが明らかになって

います。（図-1-1）

日本中で猛暑日が増えている
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津（津地方気象台）における年平均気温

は約16℃で、過去１２０年あまりの観測記録

から、100年につき1.57℃上昇していること

が明らかになっています。また、最近10年

間の年平均気温はほとんどが１６℃を超え

ています。（図-1-5）

三重で暑い日が増えている

冬日の年間日数は、50年につき27日減

少しており、平成に入ってからは年間に16

日ほどとなっています。（図-1-12）
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県内各地の変化
アメダス観測所9地点の記録をもとに、県内各地の変化を図表であらわしています。

℃
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（1981～2013年）
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海水温が上昇している
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気象庁では、明治31（1898）年から平成25（2013）年までの国内の51観測地点の年降水

量の変化から、1920年代半ばまでと、1950年代に多雨期がみられ、1970年代以降は年ごと

の変動が大きくなっていると報告されています。（図-1-19）

日本中で激しい雨が増えている

ただし、最近10年の平均値を追加して作成

また、1時間降水量50㎜以上の

年間観測回数は、10年につき

1000地点あたりで21.5回増加して

おり、最近の10年間をみると、

1000地点あたりで年平均241回

観測されています。（図-1-20）
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最近の記録的な降雨

8月8日14時から8月10日24時までの総降

水量は、大台町宮川で661.5㎜、尾鷲で

517.5㎜、津市白山で518.0㎜となりました。

また、それぞれの地点における最大1時間

降水量は、尾鷲で85.0㎜の猛烈な雨となっ

たほか、宮川でも76.0㎜を記録しました。

台風の接近に伴い、日本付近に停滞した前線に

向かって暖かく湿った空気が流れ込んだ影響により、

8月9日未明から10日にかけて西日本から北日本に

かけての広い範囲で大雨となりました。高知県では

降り始めからの総降水量が1000㎜を超える大雨にも

見舞われました。

三重県では台風の接近に伴う記録的な大雨のた

め、県内初めての大雨特別警報が9日17時20分に

発表されました。
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霧の発生する日が減っている
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全国の熱中症による死亡

者数は、平成5（1993）年以

前に年平均67人でしたが、

平成6（1994）年以降は年

平均492人に増加していま

す。（図-2-1）

また、平成20（2008）年以

降の県内における熱中症

搬送者数は、平成22（2010）

年や平成25（2013）年に猛

暑となったこともあり、多数

みられました。（表-2-1）
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例えば、ニホンナシ「幸水」の生育は、開

花期前後の気温が高いと促進されることが

知られており、三重県農業研究所の場内圃

場（松阪市）で栽培された昭和56（1981）年

以降の20年間の調査データによると、満開

期（4月）と収穫最盛期（8月）が早まっていると

されています。（図-2-3）
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大雨や台風による影響

台風や低気圧

開花・紅葉への影響
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平成26（2014）年3月には、環境

省から温暖化影響評価・適応政策

に関する総合的研究の報告書が発表され

ました。このなかで、最も温暖化の進む予

測によると、21世紀末の日本では20世紀

末に比べて気温は3.5～6.4℃上昇し、降

水量は9～16％増加、海面水位は60～

63cm上昇すると予測され、河川流量は約

1.1～１.２倍に、洪水被害は約３倍に増大す

ると予測されています。（表-3-1）

また、東京大学気候システム研究セン

ターにおける将来の予測計算では、真夏

日の日数が２１世紀末に現在の約３倍にな

ると予測されています。（図-3-3）

第5次評価報告書では、気候に関する人為的

影響について、「人間による影響が20世紀半ば以

降に観測された温暖化の支配的な原因であった

可能性が“極めて高い”」と、これまでで最も強い

言葉で表現されました。

RCP2.6シナリオ＜温室効果ガスの排出量が少ない場合＞

SRESA1Bシナリオ＜温室効果ガスの排出量が多い場合＞

RCP8.5シナリオ＜温室効果ガスの排出量が非常に多い場合＞

20世紀末と比較して 1.1℃上昇

20世紀末と比較して 3.0℃上昇

20世紀末と比較して 4.4℃上昇

１）

２）

１）

観測された地上気温の変化 （1901～2012年）
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三重における気候変化の予測
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年 春
（3～5月）

夏
（6～8月）

秋
（9～11月）

冬
（12～2月）

津市の月平均気温の平年値に

三重県における季節ごとの気温変

化の予測を加味すると、21世紀末

の平年値は右のようなイメージにな

ります。（図-3-6）

5月や10月は現在の6月並みに、

9月は現在の8月並みの暑さになり

そうです。1～2月は現在の3月並

みになり寒い日が減りそうです。

また、県では将来の年平

均気温の推定を国立環境

研究所に依頼し、分布図を

作成しました。21世紀中頃

には17℃以上の範囲が広

がっており、21世紀末には19

～21℃レベルの気温になる

地域が広がっています。

（図-3-7）

（気候予測モデル：MIROC3.2hires、排出シナリオ：SRES AIB、単位：℃）（気候予測モデル：MIROC3.2hires、排出シナリオ：SRES AIB、単位：℃）

現在の鹿児島の気候が
津の未来の気候だとしたら……
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津（津地方気象台）における年平均気温

は約16℃で、過去１２０年あまりの観測記録

から、100年につき1.57℃上昇していること

が明らかになっています。また、最近10年

間の年平均気温はほとんどが１６℃を超え

ています。（図-1-5）

このように、1時間50㎜以上の降雨回数の

増加が予測されているなか、水害や土砂

災害の発生の危険性が高まっています。

また、降雨の変化は、年間を通じて均等

に起こるのではなく、極端な形であらわれ

ると予想されています。

年 春
（3～5月）

夏
（6～8月）

秋
（9～11月）

冬
（12～2月）

0.0
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2.0
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Ⅳ 気候変化への対応

気候が変わるとさまざまな影響が現れる
気候による影響は、まず、気温や降雨等の気候の変化や海面の上昇といった大気や海洋

の変化を受けて、自然生態系や沿岸域、水資源等の自然的要素が変化します。さらに、人

口動態、土地利用、産業等の社会的要素の状態も関与して、社会や人々の生活に対して

様々な影響が生じることとなります。

一部で水没する。

波による侵食を受ける範囲が

広がる。

0.6ｍの海面上昇で

約80％の砂浜が

がなくなる。
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未来と次世代のために始めること
気候の変化に伴う影響への対応は、大きく

二つに分けられます。一つは気候の変化を

招くとされている地球温暖化の進行を抑え、

変化をやわらげること（緩和）。

もう一つは、今後起こりうる、あるいはすで

に起こりつつある影響に対処すること（適応）

です。

「緩和」のためには、地球温暖化をもたらす

主な要因とされる二酸化炭素などの温室効

果ガスの排出量を減らして地球温暖化の進

行を抑えます。

「適応」のためには、すでに起こりつつある

影響への対応とともに、私たちの未来と次世

代への影響を想定した対応を進めることで

す。適応策のことを、図-4-1のように「自然

や人間社会のあり方を調整する」と説明さ

れることがあります。

三重の地勢と気候の概要
参考

三重県は、紀伊半島の東部に位置し、南北の長

さは約１7０㎞、東西の幅は１０～８０㎞に及びます。北

には、養老山地・木曽三川、西には、鈴鹿山脈・信

楽山地・笠取山地・台高山脈及び紀伊山地を擁

し、東には伊勢湾・熊野灘が開けています。

また、三重県の気候は平野部、盆地、山地、熊

野灘沿岸など、起伏に富んでいることから、5つの

地域に区分できます。

紀伊山地が北西の季節風をさえぎることや、南岸の

暖かい黒潮が流れていることから、年平均気温は約16℃と温暖で、

雨が多く、尾鷲の年降水量は約4,000㎜にもなります。

年降水量は２,２００～２,４００

㎜と比較的多く、北部山麓では１ｍ超え

の大雪の記録もあり、山地を除けば県下

で最も雪の降る地域です。

南北に長く

広い平野のため地域差

もありますが、年平均気

温は約15℃、年降水量

は1,600～1,900㎜の温

和な気候です。

出典： 「三重県景観計画」（三重県）をもとに作成
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～ここまで進んできた温暖化～
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